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熱気いっぱい1
　　妻有の里のま・つ・ζ
　8月25日囲・26日（±）・27日（日）の3日間、夏のビッグイベント　言

まつりに約7万人の人出。25日の前夜祭に明石万灯、仮装大会、」

ておどり自慢が約1，000人参加しました。また、日本民謡協会（皐

由三会長）も約200人加わり、お祭り気分をいっそう盛り上げまし
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十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
昭
和
六
十
三
年
度
の
ゴ
ミ
処
理
の
費
用
は
、
約
二
億
一
千
万
円
で
、
一
世

帯
当
た
り
約
一
万
二
千
円
で
す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
お
金
を
費
や
す
の
は
、
住
民
の
健
康

を
守
り
、
ま
ち
の
美
観
や
環
境
を
保
っ
て
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
ゴ
ミ
問
題
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
一
歩
も
進
み
ま
せ
ん
。
各
自
が
出
す
ゴ
ミ
を
一
割

少
な
く
し
て
も
、
約
二
千
万
円
節
約
で
き
ま
す
。
今
月
は
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
、
ゴ
ミ
の
「
減
量
化
」
に
つ
い
て
、

市
民
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
仕
分
け
が
不
完
全

増
え
る
ゴ
ミ
の
量

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
五
年
間
の

ゴ
ミ
の
量
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
一
万
八
千
五
百
七

十
五
ノ
だ
っ
た
の
が
、
六
十
三
年
度

に
は
二
万
二
千
三
百
七
十
三
ト
ン
に
な

22．373

り
、
約
二
十
％
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
水
分
の
多

い
生
ゴ
ミ
で
、
ビ
ン
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
が
こ
れ
に
次
い
で
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
分
別
収
集
に
協
力
を

5年問のゴミの量の推移

20，166
　　　　　　　19。695
19．125　師r

18，575

（トン）
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市
が
分
別
収
集
を
始
め
て
か
ら
、

約
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
、
分

別
収
集
を
理
解
し
て
い
な
い
人
が
、

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
の
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
ず
、
た
い
へ

ん
苦
労
し
ま
す
。
焼
却
場
の
機
械
が

故
障
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
焼
却
場
の
運
転
が
一
週
間

止
ま
れ
ば
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
が
ゴ
ミ
の
山
に
な
り
ま
す
。
衛

生
的
で
、
き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
き
ま
り
を

完
全
に
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
ゴ
ミ
の
仕
分
け
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
燃
え
る
ゴ
ミ
　
　
炊
事
の
ゴ
ミ
や

紙
く
ず
、
新
聞
・
雑
誌
、
ボ
ロ
布
、

落
ち
葉
、
小
枝
な
ど
で
す
。

▼
粗
大
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
　
　
空
き

缶
、
空
き
瓶
、
ガ
ラ
ス
、
せ
と
も
の
、

ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、

金
属
製
品
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
六
百
七
十
五
カ

所
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
毎
週
二

回
ほ
ど
収
集
し
て
い
ま
す
。

▼
特
別
な
ゴ
ミ
ー
　
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
テ
レ
ビ
、
ベ
ッ
ト
、
ミ
シ
ン
な

ど
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

ゴミ収集に協力している町内もあります

な
い
で
、
霧
谷
埋
立
地
に
運
ん
で
く

だ
さ
い
。
犬
・
猫
な
ど
の
死
体
は
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
焼
却
場
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
（
有
料
で
す
）

▼
収
集
し
な
い
ゴ
ミ
　
　
石
（
漬
物

石
を
含
む
）
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
壁
土
な
ど
は
自
分
の
車
で

霧
谷
埋
立
地
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
、
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ス
ボ
ン

ベ
類
や
廃
油
の
入
っ
た
容
器
、
火
薬

そ
の
他
の
爆
発
物
は
、
業
者
に
頼
ん

で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動
車
や

自
転
車
な
ど
の
廃
タ
イ
ヤ
は
、
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
の
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
七
〇
％
が
水
分

　
毎
日
、
皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
中
身
を
ご
存
じ
で

す
か
。
平
均
す
る
と
次
の
よ
う
な
結

果
が
出
ま
す
。
水
分
が
約
七
〇
％
で

ト
ッ
プ
、
次
い
で
可
燃
物
が
約
二
〇

％
、
灰
分
が
約
一
〇
％
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
か
に
水
分
が
多
い
か
が
わ

か
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
最
新
の
技
術

を
誇
る
焼
却
炉
で
も
焼
却
能
力
が
減

少
し
ま
す
し
、
多
量
の
重
油
を
必
要

と
し
、
処
理
費
用
も
か
さ
み
ま
す
。



出
す
前
に
考
え
よ
う

　
「
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、
分
け
れ
ば
資

源
」
ー
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ま
だ
ま

だ
使
え
る
物
が
た
く
さ
ん
混
じ
っ
て

い
ま
す
。
燃
え
る
ゴ
ミ
で
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、
ボ
ロ
布
な

ど
で
す
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
は
、
自

転
車
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
。
不
用
に
な

っ
た
粗
大
ゴ
ミ
で
も
十
分
使
え
る
物

も
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
前

に
、
消
費
、
者
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
報
と
お
か

ま
ち
（
二
十
五
日
号
）
の
「
ゆ
ず
り

ま
す
、
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
コ

すI
oナ

　1
　に
　紹
　介
　さ
　せ
　て
　い
　た
　だ
　き
　ま

産
業
廃
棄
物
は
自
己
処
理

家
庭
ゴ
ミ
と
違
い
、
事
業
所
か
ら

排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
や
商
店
な

ど
の
営
業
用
ゴ
ミ
は
、
事
業
活
動
の

結
果
、
出
さ
れ
た
物
で
す
か
ら
、
収

集
い
た
し
ま
せ
ん
。

特
に
、
産
業
廃
棄
物
は
有
毒
性
物

質
を
含
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、

事
業
主
が
業
者
に
頼
む
か
、
個
人
で

責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
営
業
用
ゴ
ミ
は
高
木
沢
焼

却
セ
ン
タ
ー
や
埋
立
地
ま
で
運
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

守
り
た
い
ゴ
ミ
の
出
し
方

ゴ
ミ
処
理
を
効
率
よ
く
す
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
燃
え
る
ゴ
ミ
の
出
し
方

・
必
ず
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

　
（
前
日
か
ら
は
出
さ
な
い
）

・
炊
事
の
ゴ
ミ
は
、
水
を
よ
く
切
っ

て
出
す
。

・
灰
類
は
水
を
か
け
て
火
種
を
消
し

て
か
ら
出
す
。

・
じ
ょ
う
ぶ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

入
れ
て
口
を
し
ば
っ
て
出
す
。
（
す

ぐ
底
が
抜
け
る
紙
袋
は
使
わ
な
い
）

・
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

き
ち
ん
と
ま
と
め
て
出
す
。

・
粗
大
ゴ
ミ
や
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
混

ぜ
な
い
。

▼
粗
大
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
出
し
方

・
決
め
ら
れ
た
日
以
前
に
出
さ
な
い
。
。

・
小
さ
い
も
の
は
箱
や
石
油
缶
な
ど

の
容
器
に
入
れ
て
出
す
。

・
家
具
・
建
具
は
つ
ぶ
し
て
出
す
。

・
ガ
ラ
ス
を
出
す
と
き
は
「
危
険
物
」

と
表
示
す
る
。

　
　
　
　
　
く
ギ
ご

・
ア
ン
プ
ル
や
針
・
釘
類
は
き
ち
ん

と
こ
ん
包
し
て
出
す
。

・
交
通
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
き
ち
ん
と
出
す
。

ん
）
さ
婦
　
主
子
●
　
　
洋
一
　
　
尾
町
　
本
村
ー

過剰包装は考えて

いただきたい
　ゴミを集めている皆さんの

苦労がよくわかりますので、

できるだけ少なくするように

心がけています。

　また、炊事の生ゴミはよく

水を切ってゴミバケツに入れ

ています。お店の生ものパッ

クなど、ゴミの増える原因に

なるかもしれませんね。

　これからは、不用品交換を

活発にして資源の節約とゴミ

を少なくすることが大切です

ね。出す人と収集する人の気

持ちを通い合わせ、お互いに

相手の立場を考えることが必

要ですね。

増田喜三郎さん
（四日町新田3・会社員）

当番制で後始末を

しています

　物が豊富すぎて、道徳心が

薄れてしまいました。昔は酒

でもしょうゆでも、入れ物を

持って行って買ったもんです

が、いまは包装や容器の過剰

が目につきますね。だから、

物を粗末にする風潮が生まれ

るのではないでしょうか。

　ゴミは、「文化のバロメータ

ー」と言われていますが、私た

ちの町内ではゴミステーショ

ンの清掃を当番制で行ってい

ます。ステーションを貸して

くれている人と近くに住む人

に迷惑がかかりますから、後

始末ぐらいしないとね。

丸山ミツイさん
（下条中央通り・主婦）

工夫することが

大切になります
　お店で豆腐、魚、惣菜を包

んでくれる小さなビニール袋

を取っておくんです。それに

生ゴミを入れ、さらに大きな

ビニール袋に入れて集める人

に不快感を与えないようにし

ています。娘がアパート暮ら

しをしているので、こんな方

法を教えたら「さすがに先輩

ですね」とほめられたんです。

　もちろん、ダンボールとか

雑誌は小・中学生が廃品回収

に来るので取っておくんです。

木くずなどは、自分の家に焼

却炉がありますので燃やして

います。

池田正一さん
（猿倉・清掃職員）

ゴミの減量は有効

利用が近道です
　ゴミを集めて約20年になり

ます。以前と比べて規律がよ

くなりましたね。以前は魚箱

に瓶や灰、紙くずを混ぜて出

した人がいましたからね。

　秋になると枝豆・トウモロ

コシ・ナスの枝木を出される

人がいます。ぜひ、畑に還元

し、肥料にしてほしいですね。

そのためコンポストのご利用

を勧めたいですね。

　また、螢光灯などの危険物

は、新聞紙に包んでガラス片

が散乱しないようにしてくだ

さい。ゴミの減量化に努めた

いですね。

3とrおガ夢3平成元年9月10日



お
年
寄
り
に
温
か
い
心
を

　
　
　
平
均
寿
命
は
女
81
・
3
0
歳
、
男
75
・
5
4
歳

9
月
1
5
日
か
ら
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
問
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

多
年
社
会
の
た
め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
い
、
そ
の
長
寿
を

祝
う
と
と
も
に
、
国
民
み
ん
な
が
老
人
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
、
だ
れ
も
が
迎
え
る
老
後
の
幸
せ
の
た
め
、
み
ん
な
の
力
で
老
人
福
祉

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
化
の
比
率
が
高
い

　
全
国
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

今
年
四
月
、
約
千
四
百
十
三
万
人
で

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
一
・
五

％
で
す
。
新
潟
県
は
、
約
三
十
五
万

七
千
八
百
人
で
一
四
・
五
％
で
す
。

当
市
は
七
千
二
百
十
六
人
で
一
五
・

四
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

20

15

10

国
に
比
べ
三
・
五
％
、
県
に
比
べ
て

○
・
九
％
高
ぐ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
者
人
口
の
割
合

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
全
国
的
に

次
の
特
色
が
表
れ
て
い
ま
す
。
第
一

に
は
男
子
高
齢
者
人
口
と
比
べ
て
、

女
子
高
齢
者
人
口
が
著
し
く
増
え
て

い
ま
す
。
第
二
に
は
後
期
高
齢
者
人

口
（
七
十
五
歳
以
上
）
の
増
加
と
そ

5

0

σ・人）

十日町市の65歳以上人口と高齢化比率の推移

7，246人
6．940人

6、715ノ＼

全国Eニコ
新潟県［コ
＋日町市醗翻

6，508ノ＼

6，308人

15．4
！4・714．5
翻1、．5匠蕊214。0

11．1

嘉713．5

10．8

13。213．1

10。4

　　12．7
1，．1「

昭和60年　　61年　　　62年　　63年　　平成元年

資料　昭和60年～63年までは「昭和63年度老人

　　　現況調査」を平成元年は「県統計課の推

　　　計人口」を参考にしました。

［
1

6

0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

れ
に
伴
う
寝
た
き
り
老
人
お
よ
び
痴

ほ
う
せ
い

呆
性
老
人
が
増
え
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
七

十
人
が
入
所
で
き
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
を
開
設
し
ま
し

た
が
、
現
在
も
入
所
を
待
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
在
宅
で
介
護
を
受
け

て
い
る
人
や
入
院
中
の
人
を
含
め
る

と
、
相
当
数
に
な
り
ま
す
。
施
設
だ

け
で
は
、
限
界
に
来
て
い
ま
す
。

　
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

お
年
寄
り
の
中
に
は
、
核
家
族
化
が

進
み
、
弧
独
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

人
、
収
入
や
身
寄
り
の
な
い
人
、
寝

た
き
り
老
人
な
ど
不
幸
な
お
年
寄
り

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

主
な
老
人
福
祉
施
策
は

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り

の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、
幸
せ
な

老
後
を
送
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
次

の
よ
う
な
老
人
福
祉
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間

を
機
会
に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

よ
り
充
実
し
た
老
人
福
祉
対
策
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
寝
た
き
り
老
人
等
の
日
常
生
活
の

た
め
に
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ジ

ベ
ッ
ト
な
ど
を
給
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
低
所
得
者
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

　
敬
老
祝
金
品
の
支
給

　
八
十
歳
か
ら
八
十
九
歳
に
な
る
人

に
四
千
円
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
人

に
五
千
円
を
支
給
。
ま
た
、
七
十
七

歳
、
八
十
八
歳
に
な
る
人
に
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

　
寝
た
き
り
老
人
見
舞
金

　
一
年
以
上
寝
た
き
り
の
人
に
毎
月

三
千
円
の
見
舞
金
を
支
給
。
た
だ
し
、

入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

　
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
お
年

こ
実
。
で

す
人
で
の
人
二6
i

3
以
－
歳

は
　
5
り
囎
寄
在
彗
現
お
日
⑭
－

ー
ゴ
月

以
9
歳
年

90

今

の
　
は

内
付
市
番
　
の婁辱藝付

寄
り
が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
お
む

つ
交
換
、
入
浴
、
洗
濯
、
話
し
相
手

な
ど
日
常
生
活
を
援
助
し
ま
す
。

　
敬
老
会
に
補
助
金

　
地
域
や
団
体
な
ど
が
主
催
し
て
行

わ
れ
る
敬
老
会
に
一
人
千
百
円
の
補

助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
補
助
金

　
社
会
奉
仕
や
健
康
増
進
、
教
養
活

動
な
ど
行
う
老
人
ク
ラ
ブ
に
月
額
四

千
円
、
連
合
会
に
年
額
七
十
五
万
二

千
円
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

曙　　《東〉 寿 《西〉
徳永吉太郎さん（鴇巖11，藷街後） 横　綱 宮澤トラさん（羅・悔望、）

上村與作さん（眼謡漏2生雲） 大　関 春日輿作さん（眼謡遍2実ナミ）

関ロ　トシさん（墨謡㌔41諾、） 関　脇 数藤コメさん（墨謡◎』9覧、）

宮澤一ルさん（撫・1纒、） 小　結 橋本モ　トさん（男器1薪19生水）

徳永マサさん（毘謡嘗轟寅通り） 前頭1
関口あきさん（毘謡、／l1鷺り）

金井虎之助さん（撒鷲才、） 同　2
中町周衛さん（毘謡1％28生永）

桑原市太郎さん（毘謡属晶輸、） 同　3
関野イ　クさん（毘謡隔！瞭凪1）

長谷川シウさん（撒湶23生口） 同　4 柳　シマさん（雛・1黙羨，）

村山イマさん（蕪往、錨，） 同　5 大熊虎市さん（毘謡㌔2離巴∫）

佐野一ナさん（照曳薪．，） 同　6
保坂伊勢吉さん（撫乏委30生1）

中林民五郎さん（毘器％霞箭、） 同　7
小宮山サキさん（毘謡％躍失幡）

風間トキさん（黙㌔2姓里） 同　8
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新潟県克雪総合普及事業・第9回克雪フェア

　1・鱒二庫冬を快適に手をつなごう雪は友だち1・鱒

商

主催　新潟県・十日町市・十日町地域広域市町村圏協議会

　　　　㈱新潟日報社ほか

後援　　国土庁・北陸農政局・北陸地方建設局ほか

10月28日（土）・29日（日）

　　　　　　クロス10

　
「
明
日
の
雪
と
く
ら
し
展
」
が
、

十
月
二
十
八
日
ω
、
二
十
九
日
㈹
の

両
日
ク
ロ
ス
m
を
会
場
に
開
か
れ
ま

す
。　
こ
れ
は
、
県
が
中
心
と
な
り
、
毎
年

県
内
各
地
で
開
い
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
「
冬
を
快
適
に
・
手
を
つ
な

ご
う
・
雪
は
友
だ
ち
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
雪
国
の
生
活
に
と
っ
て
雪
の
障
害

を
克
服
し
、
雪
と
親
し
み
、
冬
を
生

き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
は
重
要
な
課

題
で
す
。
第
九
回
克
雪
フ
ェ
ア
と
い

っ
し
ょ
に
開
か
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
〈
主
な
展
示
内
容
〉

　
　
克
雪
住
宅
、
道
路
除
排
雪
関

　
連
、
小
型
除
雪
機
械
、
雪
に
強

　
い
車
、
利
雪
技
術
、
雪
の
科
学
・

　
雪
国
の
文
化
な
ど

雪は資源、雪は友だち

’89

1。健
暑康
轡づ
慧く

一智り一
（日）フ

日会講演日

前
夜
祭
記
念
講
演
会

時
　
十
月
二
十
七
日
㈹
午
後
七

　
　
時
～
九
時

場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

師
　
小
林
亜
星
（
作
曲
家
）

題
「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は

　
　
歌
に
つ
れ
」

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア

時
　
十
月
二
十
八
日
ω
午
前
十

　
　
時
～
午
後
六
時

　
　
　
十
月
二
十
九
日
㈹
午
前
九

　
　
時
～
午
後
三
時

会
　
場

催
し
物

ク
ロ
ス
ー
0

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
内

科
・
歯
科
・
栄
養
・
薬
事
）

展
示
コ
ー
ナ
ー
（
成
人
病

予
防
・
栄
養
・
薬
と
健
康
）

人気いっぱいの各コーナー

「
県
民
健
康
調
査
』
に
こ
協
力
く
だ
さ
い

　
県
で
は
、
十
月
四
日
現
在
で
県
内

一
万
世
帯
を
対
象
に
し
た
、
県
民
健

康
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
県
民
の
健
康
状
態

や
健
康
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
、
今
後
の
総
合
的
な
保

健
行
政
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
該
当
世
帯
に
つ
い
て
九
月
下
旬
か

ら
、
調
査
員
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
調
査
地
区
〉
◎
高
田
町
三
西
、
昭

和
町
二
、
学
校
町
二
、
新
座
四
ー
一
、

四
日
町
新
田
四
、
谷
内
丑
二
、
船
坂
、

北
鐙
坂
二
、
山
際
、
下
山
、
新
光
寺
、

馬
場
一
、
幸
町
の
各
全
部
◎
本
町
六

－
一
、
上
川
町
、
四
日
町
新
田
三
、

吉
田
山
谷
の
各
一
部

■
問
い
合
わ
せ
　
県
環
境
保
健
部
総

務
課
（
盈
幡
ー
獅
1
5
5
1
1
内
線

2
6
1
8
）
ま
た
は
十
日
町
保
健
所

（
奮
5
7
i
2
4
0
0
）
へ
。

　
　
　
い

　
　
　
最
優
秀
賞
一
点
…
賞
状
・
副

　
（
三
万
円
）
　
優
秀
賞
二
点
程
度

…
賞
状
・
副
賞
（
一
万
円
）
　
入
選

三
点
程
度
…
賞
状
・
副
賞
（
五
千
円
）

■
発
表
　
1
0
月
中
旬
。
優
秀
な
作
品

は
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
前
夜
祭
で
表

彰
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
冊
子
に
ま

と
め
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

ま
す
。

■
応
募
先
　
〒
圏
十
日
町
市
千
歳
町

三
－
三
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
　
健
康
づ
く
り
作
文
募
集

係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
謝
）
へ
。

　ド　く

⊇賞ぎ「健康づくり作文（実践記録）』募集

　
市
で
は
、
ヘ
ル
ス
。
バ
イ

オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の
一

っ
と
し
て
「
健
康
づ
く
り

作
文
（
実
践
記
録
）
」
を

募
集
し
ま
す
。
健
康
づ
く

り
に
励
む
皆
さ
ん
の
一
端

を
作
文
（
実
践
記
録
）
に

ま
と
め
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間
　
九
月
三
十

日
ω
ま
で
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法
　
高
校
生
お

よ
び
一
般
市
民
…
①
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

②
応
募
作
品
に
は
、
内
容

に
ふ
さ
わ
し
い
題
を
つ
け
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
（
学
年
）
を
明
記
し
て

O
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⊥」

木造校舎とお別れ会
　　　～水沢中学校～

　
八
月
十
四
日
㈲
、
水
沢
中
学
校
で
木
造
校

舎
と
の
「
お
別
れ
会
」
が
開
か
れ
、
お
盆
で

帰
省
中
の
同
窓
生
約
三
百
人
と
来
賓
約
四
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
同
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

全
員
が
校
歌
を
歌
っ
た
後
、
初
代
校
長
の
小

鍛
冶
敏
応
さ
ん
（
新
潟
市
）
な
ど
が
、
　
「
長

い
間
、
風
雪
に
耐
え
て
、
そ
の
任
を
立
派
に
果

し
た
こ
の
校
舎
に
感
謝
し
た
い
」
と
話
さ
れ
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
に
水
沢
村

中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
二
十
三
年
に
現

在
の
校
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

二
十
五
年
に
体
育
館
、
三
十
三
年
と
三
十
六

年
に
校
舎
が
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

四
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
六
千
百
九
十
人
の
卒
業
生
を
送

④、

銀
㌧
輝
継
講
懸
鼎
類

は
、

な
つ
か
し
い
友
人
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤

r
、
～ 、るさとマップ」を作成
　～下条地域の振興を目的に～

条
地
区
公
民
館
、

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
県
内
外
の
知
人
や
親
せ
き
に
送
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
、
ふ
る
さ
と
情
報
を
提
供

す
る
マ
ッ
プ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
条
地
区
振
興
会
・
下
条
中
央
公
園
管
理

組
合
・
新
保
広
大
寺
保
存
会
・
平
成
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
四
団
体
は
、
こ
の
ほ
ど
全
国

向
け
の
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
「
ふ
る
さ
と
マ
ッ

プ
」
一
万
部
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
下
条
地
区
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
が
一
目
で
わ
か
り
、
地
域
振

興
の
ソ
フ
ト
事
業
の
一
つ
と
し
て
県
内
外
に

も
P
R
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
下

条
中
央
公
園
、
新
保
広
大
寺
、
中
峰
ス
キ
ー

場
を
中
心
に
、
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

そ
し
て
四
季
の
ふ
る
さ
と
な
ど
を
豊
富
に
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
見
開
き
変
形
B
五
版
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
各
施
設
の
ほ
か
下

　
　
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

　　　　纏

＼ろい　　　　　‘鱗磯
　　　つぱし、の方イだ

0
欝
髄
滋
蟹

ユ　　　

毫
．〃

縷，

『
筆
の
打
ち
込
み
』
に
神
経
を
集
中

　
書
き
つ
け
が
う
ま
く
書
け
る
よ
う

に
と
、
十
年
ほ
ど
前
に
自
己
流
で
始

め
ま
し
た
。
書
き
つ
け
だ
け
で
は
物

足
り
な
く
な
っ
て
、
三
年
前
か
ら
公

小海政雄さん
　（名ケ山・67歳）

民
館
の
書
道
教
室
に
月
二
回
通
っ
て

い
る
ん
で
す
。

　
か
い
し
ょ

　
楷
書
を
習
い
、
よ
う
や
く
自
分
な

り
に
う
ま
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
　
「
筆
の
打
ち
込
み
に
一
番
神

経
を
つ
か
い
ま
す
ね
」
練
習
も
毎
日

夜
一
時
間
欠
か
し
ま
せ
ん
し
、
出
稼

ぎ
に
行
っ
て
も
郵
送
で
先
生
に
添
削

を
お
願
い
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
は
、
秋
の
展
覧
会
に
向
け
て
、

　
し
ん
ぎ
ょ
う

「
心
経
」
の
作
品
を
手
が
け
て
い
ま

す
。
額
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
作
品

に
な
れ
ば
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
き
る
手
こ
た
え
を
感
じ
る
畑
仕
事

　
お
い
し
く
食
事
を
し
、
気
持
ち
よ

く
過
ご
す
の
に
は
畑
仕
事
が
一
番
い

い
で
す
ね
。
適
度
に
頭
と
体
を
使
う

の
で
一
石
二
鳥
だ
し
、
私
に
と
っ
て

庭野キクさん
　（新座3・90歳）

「
生
き
る
手
ご
た
え
」
を
感
じ
ま
す
。

　
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
十
年
ほ
ど
前
に

八
十
一
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
嫁

に
来
て
か
ら
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で

夢
中
で
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
作
っ
て
、

売
り
に
歩
い
た
人
生
だ
か
ら
趣
味
な

ん
て
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
の
ん
び
り
し
た
動
作
に
「
じ
れ
っ

た
さ
」
も
感
じ
ま
す
け
ど
、
神
様
か

ら
い
た
だ
い
た
命
で
す
か
ら
大
切
に

し
な
い
と
ね
。
あ
た
り
の
草
取
り
や

ひ
孫
の
桃
子
二
歳
五
ヵ
月
）
と
遊

ん
で
い
る
の
が
私
の
一
日
な
ん
で
す
。
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禰
老
人
福
祉
大
会

葺
　
～
介
護
者
な
ど
表
彰
～

　
　
九
月
五
日
火
　
市
民
会
館
で
お
年
寄
り

　
約
四
百
人
が
参
加
し
て
老
人
福
祉
大
会
が

　
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
席
上
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
十
年

　
以
上
に
わ
た
っ
て
、
介
護
し
た
人
が
表
彰
さ

　
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
児
玉
信
枝
さ
ん
（
稲
葉
）
　
服
部
イ
ネ

　
さ
ん
（
泉
町
）
　
渡
辺
ス
ガ
さ
ん
（
山
本

　
町
一
　
、
村
山
タ
ノ
さ
ん
（
太
子
堂
）

　
林
洋
子
さ
ん
（
城
之
古
二
）

　
続
い
て
金
婚
夫
婦
慶
祝
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
六
十
九
組
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
金
杯
や
知
事
か
ら
の
色
紙
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
出
席
者
の
樋
熊
大

作
さ
ん
・
モ
ヨ
さ
ん
夫
婦
（
本
町
七
）
カ
ら
「
こ
の
よ
う
に
　
盛
大
な
お
祝
い
を

し
て
い
た
だ
き
感
激
で
す
」
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

騨騨鋼
まらな

靴編から

郵嗣
　No42

力作を夢見る会員の皆さん

　
　
　
　
　
し
ょ
う
　
　
さ
ん
　
　
か
い

書
道
研
究
松
杉
会

　
　
　
　
連
絡
先
”
平
野
晶
子
さ
ん

ハ盈57島
1
5
3
5
4
一

　
十
八
年
ほ
ど
前
に
公
民
館
の
書
道
講

座
に
参
加
し
た
仲
間
が
集
ま
っ
て
作
っ

た
の
が
、
こ
の
会
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　
会
員
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
ま
し
た

が
、
毎
月
第
一
・
三
火
曜
日
の
夜
七
時

か
ら
公
民
館
に
集
ま
っ
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
　
「
年
齢
が
さ
ま
ざ
ま
で
雰

囲
気
が
楽
し
い
」
、
　
「
ひ
と
り
で
書
い

て
い
る
の
と
違
い
、
先
生
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
ら
れ
る
の
で
上
達
が
早
い
」
、

「
会
員
の
書
を
見
せ
て
も
ら
う
の
が
、

た
い
へ
ん
勉
強
に
な
る
」
と
皆
さ
ん
が

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
書
き
つ
け
か
ら
条
幅
、
ペ
ン
字
ま
で

幅
広
く
、
書
の
研
究
を
や
っ
て
い
ま
す

が
、
書
道
会
の
課
題
作
を
出
展
し
、
徐

々
に
級
が
上
が
る
こ
と
が
大
き
な
励
み

に
な
り
ま
す
。
　
「
審
査
は
毎
月
あ
り
、

順
調
に
進
級
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

壁
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
多
少
と
も
落
ち
込
み
も
あ
り
ま

す
が
、
先
生
や
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
続

け
て
き
て
良
か
っ
た
な
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
」
と
会
員
の
高
橋
さ
ん
。

　
書
は
古
来
、
何
千
年
も
続
い
て
、
最

も
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
。
や
り
始
め

る
と
奥
が
深
く
、
次
々
や
り
た
い
書
体

が
出
て
き
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
の
楽

し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
会
員
募
集
中
。

匿鋼さあ出発
猫ミ勢ぞろ

中村

　
そ
う
め
ん
流
し
が
大
好
評

　
全
国
的
に
村
お
こ
し
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
に
村
の
活

性
化
の
一
役
を
担
え
れ
ば
と
、
六
人
ほ

ど
で
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
一
世
帯

平
均
一
人
の
申
し
合
わ
せ
で
現
在
二
十

七
人
。
規
約
・
会
費
な
し
と
い
う
珍
し

い
会
で
す
。

　
役
員
は
会
長
、
副
会
長
二
人
、
会
計

一
人
、
そ
し
て
体
協
か
ら
三
人
入
っ
て

運
営
に
当
た
り
ま
す
。
運
営
費
は
、
ま

つ
り
の
さ
い
銭
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
寄

附
と
少
な
い
予
算
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
か
ら
中
村
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い
と
願
い
　
子

供
中
心
の
行
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
主

な
行
事
は
十
七
夜
ま
つ
り
、
盆
踊
り
、

鳥
追
い
で
す
。
こ
の
三
つ
の
行
事
は
、

睦
会
が
中
心
と
な
り
体
協
・
婦
人
会
か

ら
協
力
し
て
も
ら
い
運
営
し
て
い
ま
す
。

十
七
夜
ま
つ
り
で
は
、
そ
う
め
ん
流
し

と
焼
そ
ば
を
振
り
ま
い
て
毎
年
大
好
評

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樽
み
こ
し

も
三
日
間
ほ
ど
か
か
っ
て
作
り
村
中
を

巡
り
ま
す
。
今
年
は
八
月
十
四
日
に
新

し
い
試
み
と
し
て
「
き
も
だ
め
し
」
を

鎮
守
様
で
行
い
ま
し
た
。
帰
省
し
て
い

る
子
供
を
含
め
三
十
五
人
が
参
加
し
、

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
総
意
で
村
お
こ
し

　
行
事
も
都
合
の
つ
く
人
だ
け
で
運
営

に
当
た
る
た
め
、
人
数
集
め
に
苦
労
し

ま
す
。
最
近
、
会
も
中
だ
る
み
し
て
い

る
の
で
、
運
営
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
大
勢
の
意
見
を
聞
い
て
、
会
の

発
展
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
年
間
行
事
を
決
め
る
四
月
の
定
例
会

で
は
、
部
落
の
間
題
も
話
題
に
な
り
ま

す
。
街
灯
の
設
置
、
公
民
館
の
建
設
、
基

盤
整
備
な
ど
建
設
的
な
意
見
が
出
ま
す
。

こ
う
い
う
気
運
の
盛
り
上
が
り
を
村
の

総
会
に
図
り
、
部
落
の
発
展
を
考
え
る

の
が
本
来
の
村
お
こ
し
だ
と
思
い
ま
す
。

大
勢
か
ら
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、
豊

か
な
村
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ふるさと創生1億円の使いみちは

　’’

　　　①全国的にふるさと創生1億円の使いみちが注

　　　目されています。十日町市では、地域活性化のた

めの1億円がどのように使われるのかお尋ねします。

　②先日、N　H　Kテレビで武蔵野

市のボランティア活動のもようが

放映され関心を持ちました。十日

町市でもボランティア活動が盛ん

に行われているようですが、その

活動内容と市のボランティア育成

などについてお尋ねします。

水澤　弥栄子さん（西寺町）

　　　①「まちづくり特別基金」に積み立て、運用益

　　　金でまちづくり、地域づくり事業に助成

　昨年末、国では「ふるさと創生」の盛り上がりを図っ

て、富裕団体を除く市町村に対し、一律1億円の地方交

付税を配分することになりました。

　事業の内容は、それぞれの地域が個性豊かな地域づく

りを自ら考え、自ら行うことを目ざしたものです。人材

育成や地域情報化を進めるなど主にソフト事業を中心に、

地域の活性化を図ることを目的にしています。

1
●

、
●

わたしたちの

6年春日竜平くん

吉田小学校
（勝山　隆校長：児童数112人）

新校舎で頑張る

　クラブ、委員会活動

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、
昨
年
竣
工
式

を
む
か
え
た
ば
か
り
の
新
し
い
学
校
で

す
。
教
室
の
と
な
り
に
は
、
広
い
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
勉
強

し
た
り
、
み
ん
な
で
給
食
を
食
べ
た
り
、

い
ろ
ん
な
集
会
を
や
っ
た
り
し
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
や
委

員
会
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
八
年
前
に
で
き
た
太
鼓
ク
ラ
ブ
は
、

現
在
五
．
六
年
生
全
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
桜
祭
り
で
太
鼓
を
演
奏

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
ナ
イ
ス
ふ

～
ど
新
潟
に
行
っ
て
演
奏
し
て
き
ま
し

た
。
先
輩
か
ら
ひ
き
つ
い
で
き
た
太
鼓

を
、
こ
れ
か
ら
も
た
や
さ
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
部
活
動
は
、
春
・
秋
が
サ
ッ
カ
i
、

　当市の1億円の使いみちは、永続的な取り組みに発展

させるため、「まちづくり特別基金」として積み立て、

その運用益金で市のまちづくり事業に充てたり、地域づ

くりの事業に対して助成する方針です。

　現在、検討されている事業は、昨年末に行った「まち

づくり論文募集」で提言された「十日町市参与市民ネッ

トワーク（仮称）」を実現するために研究を重ねていま

す。この事業の内容は、十日町市出身者にさまざまな情

報を提供し、その情報交換などから、知恵や助言をいた

だき、活力のあるまちづくりを進めようとするものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）

　②有償ボランティアも検討する時期に

　　　もてるものが　もたないものにではない

　　　しあわせなものが　ふしあわせなものにではない

　　　もてるものも　もたないものも

　　　しあわせなものも　ふしあわせなものも

　　　ともに考え　ともに学び

　　　ともに生きることなのだ

　　　　　　　　　　　　これは、高島厳さんの　ボランティアの心”と題する

詩です。近年、地域福祉や在宅福祉への認識が高まり、

ボランティア活動への関心も徐々に拡大して、子供から

お年寄りまで、さまざまな活動が行われています。

　市内でも、明窓会（点訳）、どんぐりの会（読み聞か

せ）、手話、朗読、レクリエーション同好会などのよう

に専門的な知識や技能を身につけ、地道に活動している

グループや、三好園、妻有荘、なかまの家などを定期的

に訪問して、入所者と親交を深めている人たちなど、そ

れぞれ自分に合ったやり方で行っています。

　ボランティアには、①自主性②福祉性（公共性）③無

償性の三原則がありますが、奉仕した時間を点数で貯金

して、将来に備えるという有償ボランティアも実践され始

めており、当市でも十分検討しなければならないと考え

ています。　　　　（社会福祉事務所内社会福祉協議会）

　この欄「声」では、皆さんのところにお

伺いして市役所の仕事などでわからないこ

とや疑問点について担当課でお答えします。

　また、係では近所の話題．市に対する提

言．こ意見も受け付けていますのでこ連絡

ください。

囹連絡先／総務課文書広報係
　　（盈57－3111内線213・214）へ。
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いつも隣の静香ちゃんとままごとやスベリ台に乗って　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　遊んでいるの。お寿司が大好き＼のり巻きとイカが一番3

おいしいの。おじいちゃんも好きなのよ。弟（卓也）が　：

生まれるころやきもちをやいて困らせたの・でも今はいiあ隊

　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　：
　　　（釜力齊）：

　　　　　　　上村恵梨奈さん　：6』

　　　　　　　徹・久美子さん長女　：

　（北新田2）　　　3

　　　　　　：

材料
・かぽちゃ…／K8・玉ねぎ…2008

・人参…200g・ピ　マン…2個

・ひき肉…2008・ぎようざの皮…

20枚・春巻きの皮…／0枚・竹の子＼

いりごま…少々・カレー粉＼塩…

適宜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹ぽぱす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ介ちいね今野
い子なの。なんでもはっきり話すおりゃべりさんなのよ。・皮でのし　や食　○の菜

　　　　　　　　　　　　　　　　：でと料まをべ健子嫌
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

幽ガずみ保育凝

公園で見たくわがた、く

も、せみが仲よく遊んでい

たんだよ。くもの足がとて

もむずかしかったんだよ。

　
　
ノ

灘

馬
場

　
（
5
歳
）

雅
俊
く
ん

・包と理す使て康はい
●んのは○つもの野な

ゆ
、
子
供
が
好
き
な
カ
レ

四
え
、
ぎ
ょ
う
ざ
・
春
巻

ル
で
あ
る
の
で
野
菜
嫌
い

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
ペ
ラ
ノ

　
　
　
　
ん
歳
O

　
　
　
　
さ
　
7
1

　
　
　
　
　
　
（

子
供
に
ピ
ッ
タ
リ
！

菜
嫌
い
な
子
が
多
い
で

た
め
に
も
野
菜
を
い
っ

ら
い
た
い
と
思
い
、
か

た
子
供
向
け
の
一
品
を

博子おばさんといっしよ・りタ揚よに一つ油千ね

蹴
麟
蕎
襯
の
勘
麟
難
嫌
巻
巻
捲

姦　：あ⑤ん④③よ味よ子②るつ一さりすの
　　：がレでぎ①いをにを玉oぶ作いでQ作子

にお祭りに行ったの。夜店：○スげう②

　　　　　　　　●アなるざとで腕飾りを買ってもらって：ッど　。のし、

添
え
て
器
に
盛
り
で
き

ア
ツ
を
ど
う
ぞ
〃
“

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

のた
　
　
　
（
6
歳
）

乱
池
田
礼
さ
ん

し り
ご
ま
を
混
ぜ
る
。

皮
や
春
巻
き
の
皮
に
包

ぎ
、
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
、
竹
の

切
り
に
し
、
ひ
き
肉
と
い
っ
し

で
い
た
め
、
カ
レ
ー
粉
と
塩
で

け
る
（
野
菜
は
有
り
合
わ
せ
で

供
に
好
評
で
す
。

り
方
は
簡
単
で
栄
養
効
果
満
点
で

お
か
ず
に
も
お
や
つ
に
も
ピ
ッ
タ

す
の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ

○

り
方
〉
①
か
ぽ
ち
ゃ
を
ふ
か
し
て

し
、
カ
レ
i
粉
と
塩
で
味
を
づ
け

　　　　　　　　　　　少い歓ちきサ越て’　　　　　　　　　　　ス’

　　　　　　　　　　　こりしぞ○少ムOi　　　　　　　　　　　　頑泳楽しい思い出となったサッカー交歓試合ろままれ今年スサ部　新潟の空に鳴り響いたあすなろ太鼓　張・

し
み
で
す
。
七
月
は
、
七
夕
集
会
と
け

し
ょ
う
ま
わ
し
大
会
を
や
り
ま
し
た
。

七
夕
集
会
で
は
、
町
内
ご
と
に
た
て
わ

り
で
か
ざ
り
作
り
を
し
ま
し
た
。
け
し

ょ
う
ま
わ
し
大
会
で
は
、
八
月
の
校
内

す
も
う
大
会
を
前
に
自
分
た
ち
で
つ
く

っ
た
し
こ
名
・
け
し
ょ
う
ま
わ
し
を
発

表
し
て
も
ら
っ
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
新
し
い
校
舎
に

い
ろ
ん
な
思
い
出
が
残
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
勉
強
も
ク
ラ
ブ
も
委
員
会
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

けしょうまわしも鮮やかにしこ名の発表

で
県
大
会
に
行
け
な
か
っ
た
け
ど
、
こ

の
次
の
大
会
で
は
優
勝
し
た
い
で
す
。

　
ほ
か
に
い
ろ
ん
な
委
員
会
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
ぼ
く
が
委
員
長
を
し
て

い
る
運
営
委
員
会
で
は
、
毎
月
の
児
童

朝
会
の
ほ
か
に
、
い
ろ
ん
な
児
童
会
行

事
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
五
月
に
は
全

校
田
植
え
、
六
月
に
は
全
校
さ
つ
ま
い

も
植
え
を
や
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
植

え
た
も
の
が
ど
う
な
る
か
収
穫
祭
が
楽

9とおガ夢お平成元年9月10日
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…

クロス10職員募集
■募集人員　男子1人

■年　齢30歳～45歳くらい

■職　　種開発事業部員

■資　格普通自動車免許を持っ

ている人。織付、織機修理の経験

がある人

■申し込み　9月16日（』Dまでに履歴

書を持参し働十日町地域地場産業

振興センター（盈57－2323）また

は十日町公共職業安定所（盈57－

2407）へ。

伝統工芸士認定事業
　　　　　　受験者募集

■受験資格　①伝統的工芸品の製造

工程に直接従事している技術者②

希望部門について実務経験20年以

上ある人

■認定部門　①十日町緋「織布部門」

　「糸井つくり部門」「染色部門」②

十日町明石ちぢみ「織布部門」※一

部門のみも受験できます。

■合格予定者数　8人

■産地講習会　10月7日（土）午後1時

30分～織物工業協同組合

・試　　験　①知識試験：10月14日

（土）午後1時～織物工業協同組合②

実技試験：10月18日㈲～20日（金）の

の間の指定する日時と会場

■申し込み　9月18日（月）までに印鑑

　を持参し織物工業協同組合総務部

　（盈57－9111）へ。

　　　　　　　喫卿励貌ノ
　9∫4・．
　　●毎・　　　一ぞ

県迄遜諺ど1．

誉喝ぜ一レ
曳きのこ類の乳瀦

母噸酒の作、磯夢

　■と　き　10月8日（日）午前10時～午

　後2時30分

　■ところ　塩之又森林公園

　■参加費　一人500円（昼食代含む）

　■申し込み　9月30日仕）までに農林

　課林政農災係（盈内線334・335）へ。

　午前9時に市役所前からマイクロ

　バスが出ますので利用ください。

～、い樋縁一ヅ喋課（総舘育＿㎝

　　　「卜窟勇ζ㍍ス」カウンセリング

　ー人ひとりに合った体力づくりの正しいトレーニング方法を指導します。総

合体育館の最新鋭のトレーニング機で、皆さんも体力づくりに挑戦してみませ

んか。

■と　き　　〈昼の部＞10月3日・17日・24日・31日／11月7日・14日・21日・

　28日の毎週火曜日午前10時～11時30分〈夜の部＞10月5日・12日・19日・26

　日／11月2日・9日・16日・30日の毎週木曜日午後7時30分～9時30分

目ところ　総合体育館　■参加費　無料（ただし体力テスト用紙代50円必要）

■申し込み　9月30日仕）までに体育課へ。

頑張れ！「はまなす国体』出場選手団
　第44回国体（はまなす国体）秋季国体が9月17日から北海道で開かれます。

代表の栄誉に輝いた十日町選手団に大きな声援をお願いします。

種　　　目 氏　　名 年齢 所属・勤務先

選　手

陸上少年B走り幅跳び 保坂大介 16歳 十日町高校1年
陸上少年B5，000m 小林雅幸 15歳 南中学校3年
サッカー成年1部 永井啓介 28歳 十日町実業高校教諭

ラグビー成年2部 内藤　　敦 25歳 十日町高校教諭

相撲
少年の部 長津和広 17歳 十日町実業高校2年

成年1部 田海哲也 28歳 十日町高校教諭

ウエートリフティング 吉沢美幸 32歳 上越コンクリート工業

バスケットボール成年女子 伊藤由美 23歳 川治小学校教諭

監　督 軟式庭球成年男子 横山　　保 32歳 十日町市教育委員会

第23回市民スポーツ大会器誓（1）
　※申し込み　9月25日（月）までに各事務局、総合体育館へ※

部　　　　門 会　　　場 期日 参加対象 問い合わせ

小学生サッカー大会 東小学校グラウンド 8日 小　　学　　生 若山　　裕（智52－3163）

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路

10

日

地域・職場・高校・中学・女子 福崎勝幸
（君57－3111内線334）

体操競技大会 十日町高校東体育館 高校生・一般 金子芳信（智52－3757）

野
球

学童野球大会 信濃川運動公園 （瞠生）讐塞蝶1
小林　　繁
（智57－4508）

400歳野球大会 笹山野球場
一般（但し、1チームの年齢合計

が常に400歳以上であること）

バスケットボール大会
十日町高校西体育館
実業高校第1体育館

一般男女（高校生含む） 小林佳祐
（台57－3111内線ll4〉

卓　　球　　大　　会 市民体育館 中学生・高校生・一般 南雲和幸
（行57B111内線134）

軟式庭球大会 信濃川運動公園 高校生・一般 湯沢一彦（智57 9166）

硬式テニスシングルス大会 城ヶ丘庭球場・十日
町高校テニスコート

一般男女（高校生含む） 岡村久男
（智57－8757）

ジュニアバドミントン大会 吉田中学校体育館 小学生・中学生 蔵品茂昭（含57－3m内線333）

パパ・ママバレーボール大会 総合体育館 既　婚　男　女 小杉良一（智57－4256）

柔　　道　　大　　会 武　　道　　館 小学生・中学生
一　般（高校生含む）

高橋輝雄
（麿57－3111内線301）

少年剣道大会 西小学校体育館 小学生・中学生
一　般（高校生含む）

関口文二郎
（費52－3080）

空　手　道　大　会 武　　道　　館 小学生・中学生
一　般（高校生含む）

西野幸雄
（奮57－8339）

相撲小学生新人戦 十日町小学校相撲場 小学生（3・4・5年生）男子 野本　　修
（奮57一一5271）

サ　イ　ク　リ　ン　グ 津南町竜ヶ窪方面 小学生高学年以上 清野山和夫（智57－4860）

ヱ0



撫役1所は盈57－3111俸948チ歳町3一のです

一360円一
予約を受け付けます。

■発行時期　11月下旬

■申込期限　9月22日㈹

■申し込み　総務課文書広報係（盈

　内線213・214）へ。

　　断酒のつどい

■と　き　9月22日㈹午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（盈57－

2400）または保健衛生課保健衛生

　係（智内線138）へ予約ください。

　　心の健康相談

■と　き　9月29日㈲午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　湯野川医師（田宮病院）

■申し込み　十日町保健所（智57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（盈内線138）へ予約ください。

住民健康診査日程
月　　日 受付時間 対　　象　　地　　域 会場

9月21日休）
午前9：00～11：30 八幡田町、下川原町、宮下町西・東、神明町

保
健
セ
ン
タ
1

午後1：00～3：30 学校町1・2、田中町東・西、水野町、諏訪町

9月22日働
午前9：00～11：30 田中町本通ン）、上川町、川原町、若宮町

午後1：00～3：30 田川町1・2・3、島

9月25日（月）
午前9：00～11：30 川治上町1・2、妻有町西1・2

午後1：00～3：30 川治中町、川治内後、川治下町1・2・3

9月26日（火〉
午前9：00～11：30 妻有町東1、谷内丑1・2

午後1：00～3：30 北新町1・2・3

9月27日困
午前9：00～11：30 城之古1・2・3
午後1：00～3：30 城之古東町、高山2・3・4

9月28日休）
午前9：00～11：30 錦町1・2、桜木町、塚原町、美雪町1・2、3

午後1：00～3：30 春日町1・2・3、千歳町

9月29日働
午前9：00～11：30 高田町4・5・6、山本町1・2・3

午後1：00～3：30 山本町4・5、河内町、寿町1・2・3・4

小児マヒ（ポリオ）生ワクチン投与

　　　　⑪小児マヒ生ワクチン投与⑫

対　象　地　区 期　日 受付時間 会　場

十日町・吉田・下条・水沢 10月3日（廻 午後1時45分

　～2時15分

保　　健

センター川治・六箇・中条 〃　4日休）

●‘　交遍安塗牢ヤンペーン

囹お年寄りにやさしく手をかす思いやり◆！

　9月11日から20日まで高齢者交通安全

旬間です。お年寄

ましょっ。

8月中の交通事故発生状況Oは累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 24（128） 24（139） 1（6）

昭和63年 16（79） 22（95） O（3）

川西町
津南町
中里村

平成元年 12（64） 17（77） 1（4）

昭和63年 11（39） 14（53） O（1）

計
平成元年 36（192） 41（216） 2（10）

昭和63年 27（118） 36（148） 0（4）

繰鰹交差点で死亡事故
　　　　　8月22日（幻午後4時20分ごろ

高山の国道の交差点で、普通トラックと

原付バイクが衝突し、バイクを運転して

いた63歳の女性が全身を強く打って死亡

しました。交差点を通過するときは、他

の車両にじゅうぶん注意しましょう。

■該当する子①1回目…昭和64年1月1日～平成元年6月30日の間に生

　まれた子②2回目…昭和63年7月1日～12月31日の間に生まれた子③そ

の他…4歳未満の子で一度も投与を受けていない子と一度しか受けてい

　ない子

■受けられない子　①発熱、下痢をしている子②病後で身体の弱っている子

③1年以内にけいれん症状を起こした子

■持参するもの　①母子健康手帳②印鑑（印鑑をついた問診票を持参する

　ときは除く）③市内に住民登録をしていないときは、住民登録をしてい

　る市町村から「予防接種実施依頼書」をもらって来てください。

■問診票　当日、問診票の記入があります。朝と昼の体温を必ず測り、お

子さんの健康状態を良く知っている人が連れて来てください。都合のつ

　かないときは、あらかじめ問診票を保健衛生課に取りに来てください。

■接種料金無料

■問い合わせ　保健衛生課保健衛生係（盈内線138・139）へ。

　　難横鯖商業統計調査にこ協力ください

　10月1日現在で、全国一斉に「商業統計調査」が行われます。この調査

は、食堂、そば店、喫茶店などの分布状況、販売活動を把握し、行政や中

小商業施策の基礎資料として利用されます。

　調査員が9月下旬にお伺いしますのでご協力ください。

■問い合わせ　総務課文書広報係（盈内線213・214）へ。

黒沢観光くり園オープン　　コ）レフ場
　　　9月1・日（日）一1・月1・日（火〉〃業中●天池へ

嘱欝1繍☆欝虜難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊■入園料　大人：300　小人：100円　　　市街地へR117達　　中里へ

■持ち帰り　600円（1kg当たり）

ユユとおガ夢お平成元年9月10日
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笹榊、

脚
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頒
長

加
買
鋤
夢

　
と
ん
と
昔
が
あ
っ
た
と
。

　
村
の
男
し
ょ
が
二
人
で
、
春
木
山

ヘ
ボ
エ
キ
リ
に
行
っ
た
。
ほ
う
し
て

昼
休
み
に
休
ん
で
い
た
れ
ば
、
一
人

は
眠
り
、
一
人
は
眠
ら
ず
に
い
た
。

ほ
う
し
る
と
、
眠
っ
て
い
た
男
の
鼻

の
穴
か
ら
、
ア
ブ
が
一
つ
出
て
き
て
、

「
ブ
ー
ン
」
と
山
の
方
へ
と
ん
で
い

っ
た
。
眠
ら
ん
男
が
、
　
「
お
う
、
鼻

か
ら
ア
ブ
が
出
た
」
と
、
ふ
し
ぎ
に

思
う
て
い
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の
ア
ブ
が

「
ブ
ー
ン
」
と
も
ど
っ
て
き
て
、
眠

っ
て
い
た
男
の
鼻
の
穴
へ
は
い
っ
た
。

ほ
う
し
る
と
、
男
は
目
を
さ
ま
し
て
、

「
お
う
、
苗
宥
だ
っ
た
か
。
　
い
い
夢
だ

っ
た
」
と
い
う
た
。
眠
ら
ん
男
は
、

「
ど
っ
け
な
夢
だ
っ
た
」

「
そ
れ
が
、
山
の
白
い
花
の
咲
く
ツ

バ
キ
の
根
っ
こ
に
あ
る
カ
ナ
ガ
メ
を

掘
ろ
う
と
し
た
夢
だ
」

「
そ
う
か
、
そ
の
夢
を
、
お
ら
に
売

っ
て
く
れ
」

そ
う
い
う
と
、
銭
を
い
く
ら
か
や
っ

て
、
そ
の
夢
を
買
う
て
自
分
の
夢
に

し
た
。
夢
を
買
う
た
男
は
、
　
「
鼻
か

ら
出
た
ア
ブ
は
、
眠
っ
て
い
た
男
の

た
ま
せ
（
魂
）
だ
。
山
の
白
ツ
バ
キ

の
根
っ
こ
の
カ
ナ
ガ
メ
を
見
つ
け
て

き
て
、
そ
れ
が
夢
と
な
っ
て
い
る
の

だ
」そ
う
思
う
て
、
山
の
白
い
花
の
ツ
バ

キ
を
さ
が
し
て
、
そ
の
根
っ
こ
か
ら
カ

ナ
ガ
メ
を
掘
り
出
し
た
。
い
ち
が
さ
け

た
。
i
（
鉢
・
昭
和
六
十
一
年
）
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う
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を
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れ
、
鼻
か
ら
出
入
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す
る
遊
魂

た
ん諜
の
一
つ
。
十
日
町
市
に
、
え
が
た
い

昔
話
の
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つ
で
世
界
的
な
分
布
諦
。
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全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会
に

　
　
出
場
し
、
三
千
折
で
初
優
勝

　
　
　
小
林
雅
幸
く
ん

　
　
　
　
　
（
城
之
古
1
・
朽
歳
）

　
全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会
が
八

月
二
十
日
㈹
、
島
根
県
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
陸
上
競
技
三
千
屑
に
出
場
し

た
小
林
く
ん
は
、
自
己
最
高
記
録
八

分
四
十
五
秒
四
一
の
好
タ
イ
ム
で
初

優
勝
を
し
ま
し
た
。

　
　
「
胸
が
ど
き
ど
き
し
て
、
優
勝
す

る
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
練

習
の
疲
労
か
ら
右
足
の
太
も
も
を
痛

め
た
の
で
、
回
復
す
る
ま
で
不
安
で

し
た
」
と
明
る
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
一
年
生
ま

で
は
短
距
離
選
手
。
そ
の
後
、
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
田
中
敬
也
先
生
の

教
え
で
、
長
距
離
選
手
に
転
向
し
、

持
ち
前
の
素
質
が
生
か
さ
れ
て
郡
市
、

県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
の
中
学

生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
田
中
先
生
に
教
え
ら
れ
た
か
ら

全
国
大
会
に
行
け
ま
し
た
。
苦
し
い

け
ど
、
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
は
最
高

で
す
」
と
秘
め
た
闘
志
を
燃
や
す
。

　
礼
儀
正
し
く
、
ハ
キ
ハ
キ
と
答
え

る
小
林
く
ん
に
好
感
が
持
て
ま
す
。

「
高
校
に
入
っ
た
ら
五
千
揖
に
転
向

と
将
来
の
目
標
に
向
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
　
（
南
中
学
校
三
年
生
）
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塀

し
、
続
け
ら
れ
る
だ
け
走
り
た
い
巴
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今
回
の
特
集
は

　
　
　
　
　
畠
一
　
　
「
ゴ
、
、
、
問
題
」
を

　
　
　
　
　
一
一
『
　
　
選
び
ま
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
の
編
集
を
や
り
な

　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
が
ら
、
昨
年
、
埼

玉
県
川
口
市
の
小
学
校
の
先
生
が
「
雪

の
勉
強
」
に
来
て
、
話
の
中
で
「
私
た

ち
の
市
で
ゴ
ミ
ロ
ー
ン
と
い
う
の
を
始

め
て
、
ゴ
ミ
の
回
収
金
で
町
内
会
館
を

建
て
た
ん
で
す
」
と
話
さ
れ
た
時
、
驚

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
市
に
も

毎
月
、
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

集
め
、
そ
の
回
収
金
を
「
交
通
遺
児
等

援
助
基
金
」
に
寄
付
し
て
い
る
関
口
潔

さ
ん
（
加
賀
糸
屋
町
）
が
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処
理
方
法
に

よ
っ
て
は
「
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
る
し
、

お
金
に
も
な
る
」
こ
ん
な
自
主
的
な
活

動
こ
そ
、
立
派
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
ね
。

都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
将
来
、
　
「
霧

谷
埋
立
地
が
パ
ン
ク
す
る
」
な
ど
の
現

象
が
起
き
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

た
か
が
ゴ
ミ
　
　
み
ん
な
で
減
量
と
い

う
こ
と
を
考
え
、
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
　
＠
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齢糖妙自然

⑳オオハンゴンソウ

　荒れ地や人家の庭などに生える

多年草です。高さ1．5～2m、夏

から秋にかけて花を咲かせます。
　ぜつじようか

　舌状花（花びらの形が舌のよう

なので舌状花）が下にたれ下がる

のが特徴です。
　　はんごんそう
　「反魂草」の名の由来について

は、死者を生き返らせる草とか、
た

焚くと煙の中に死者の面影を見る

ことができる反魂香と関係がある

など言われています。

　北米原産の帰化植物で、明治の

中ごろ園芸植物として持ち込まれ

たものが野1生化した植物です。

市の花山つっじ

ユ2




